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講義計画

第　１回　①はじめに―授業の目的と内容―
第　２回　平城京と難波宮を結ぶ道（１）
第　３回　平城京と難波宮と結ぶ道（２）
第　４回　大和川の付替えと古大和川
第　５回　竹原井離宮と知識寺行宮（１）
第　６回　竹原井離宮と知識寺行宮（２）
第　７回　臨地講義（予定）
第　８回　竹原井離宮と知識寺行宮（３）
第　９回　東大寺の大仏と河内の知識寺（１）
第１０回　東大寺の大仏と河内の知識寺（２）
第１１回　古代における駅制と河内・大和の駅家（１）
第１２回　古代における駅制と河内・大和の駅家（２）
第１３回　法円坂遺跡の巨大倉庫群とヤマト政権（１）
第１４回　法円坂遺跡の巨大倉庫群とヤマト政権（２）
第１５回　まとめ
第１６回　②はじめに―授業の目的と内容―
第１７回　５世紀代の巨大豪族・葛城氏の実像を探る（１）
第１８回　５世紀代の巨大豪族・葛城氏の実像を探る（２）
第１９回　５世紀代の巨大豪族・葛城氏の実像を探る（３）
第２０回　５世紀代の巨大豪族・葛城氏の実像を探る（４）
第２１回　葛城の一言主大神と雄略天皇（１）
第２２回　葛城の一言主大神と雄略天皇（２）
第２３回　臨地講義（予定）
第２４回　蘇我氏とヤマト政権
第２５回　蘇我氏のルーツを探る
第２６回　蘇我蝦夷と蘇我入鹿（１）
第２７回　蘇我蝦夷と蘇我入鹿（２）
第２８回　蘇我蝦夷と蘇我入鹿（３）
第２９回　古代における地名の重要性
第３０回　まとめ

テキスト 使用しない。

参考書 授業中に適宜紹介する。

目的と概要

歴史地理学とは一言でいえば、人文地理学的な現象を歴史的に研究する学問である。その対象とする領域は
産業・文化・集落・交通・人口など多岐にわたるが、本講義では主として「地名」と「交通」を手がかりに地域の特
性を探り、古代日本の新しい歴史像を提案する。なお、皆さんのご都合がよければ、臨地講義も行いたいと考
えている。

成績評価法 試験70％、授業時のレポート15％、平常点15％

開期 通年 月曜日2限

授業テーマ 歴史地理学における「地名」と「交通」の重要性

科目名 歴史地理学

担当教員 塚口　義信
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